






An Advantage of Re-experiencing Japanese Traditional Child Song Plays (Warabeuta) 
in the Elementary School Teacher Training:















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































譜例 9．（採譜 : 筆者）



































































０～３ 12名　35%   0名   　　
４～10 17名　50%  9名　37%
11以上  5名　15% 15名　63%













































































伝承遊びとしてのわらべうたを再経験することの初等教員養成における有用性　 ― 幼小接続の視点から ―
16
科は常に時間数を減らされてきた教科である。筆
者も音楽科の教員として、声を大にして音楽がどれ
だけ人間教育に必要かを訴えていきたい。そして本
論で扱ったわらべうた遊びを活用できる教員を増
やし、子どもたちの生活のちょっとした隙間時間を
利用して取り入れたり、常時活動として定着させる
など、様 な々工夫を凝らしてその価値を広めていき
たいと思う。そのためにも幼稚園、保育所、小学校
現場とも連携して接続期の実態調査と実践研究を
継続して行い、教員養成の段階からその意識付け
をする必要がある。
注
注1　 わらべうたの曲名は歌詞の最初の部分を用いて
ることが多く取り扱いは様々であるが、曲名とし
て定着しているものを表す場合は『  』、歌詞の
一部として表す場合は～～、を用いる。
注2　 「わらべうたの教育力を探る（2）―求められる
『心の教育』にわらべうたはどのように寄与する
のか―」（日本保育学会大53回大会,自主シンポ
ジウム17,企画;尾見敦子 2000）において秋山が
「人格の発達に寄与するわらべうた遊び」として
言及したものである。
注3　 『「幼小接続」の鍵としての音楽教育の役割―
「音楽の協同性」に着目して―』（日本音楽教育
学会大47回横浜大会 共同企画Ⅹ ラウンドテー
ブル資料より抜粋している。
注4　 2003年より始まった日本語を母国語とする子ど
ものための番組であり、日本の伝統文化として
落語、狂言、歌舞伎などと共に多くのわらべうた
遊びも紹介された。
注5　 元々オルフ楽器とはカール・オルフが考案した音
板が取り外せる音板楽器を指す。S…ソプラノ、A
…アルト、T…テナー、B…バス　の音域があり、
G…グロッケン、X…シロフォン、M…メタルフォン
をそれぞれ指す。
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